
○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

単位：百万円

　国連地域開発センター(UNCRD)に対して拠出。

平成２１年度

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　我が国の支援等により、ベトナム、インドネシア等アジア数カ国で３Ｒ国家戦略の策定が進んでいることを踏まえ、各
国における３Ｒ関連の事業形成や政策立案を促進するため、各国間の政策対話の推進や多様な関係者間の協力等を
通じてアジア地域の３Ｒを推進するプラットフォームとして「アジア３Ｒ推進フォーラム」を設立するとともに、国家戦略に
基づく取組を促進するためのモデル的事業計画の策定等を行うため、実施主体となる国連機関（国連地域開発セン
ター(UNCRD)）に対して拠出を行う。

　アジア各国においては、３Ｒ国家戦略に基づいて、３Ｒや廃棄物管理の具体的な事業形成や政策立案を進める必要
があるが、当該分野は、従来優先度が低いために実績に乏しく、また、これらの国では開発全般にわたって先進国の
支援を必要としている。このため、３Ｒ国家戦略の策定を支援した我が国として、国連機関と連携して、戦略の実施を促
進することを目的とする。

大臣官房廃棄物・リサイクル対策部

一般会計

担当部局庁

廃棄物・リサイクル対策の推進

執行率 － － 100%
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検

事業番号 １１３

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
アジア諸国における３Ｒの戦略的実施支援事業

拠出金

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　現状維持

　(国際的協調のための支出であり現状維持を認めるが、引き続き適正な執行に努めること。)

予
算
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・
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化
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ー

ム
の
所
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　アジア３Ｒ推進フォーラムにおけるリーダーシップを執りつつ、同フォーラムが確実に醸成されるよう関係諸国、関係主
体に対して積極的に協力の働きかけを行い、同フォーラムの下で各種３Ｒの具体的な取組を促進する。また、アジア３
Ｒ推進フォーラムに諮られた議案や成果について、中央環境審議会、セミナー、環境省ＨＰ等の様々な機会やコンテン
ツで紹介、情報発信をしっかりと実施していく。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

25－ －

19年度 20年度 21年度

執行額 －

予算額(補正後） 28

22年度 23年度要求

総事業費(執行ベース) －

関係する計
画、通知等

循環型社会形成推進基本法（平成十二年六月
二日法律第百十号）　第三十一条 ・・・『国際的
協調のための措置』

循環型社会形成推進基本計画第５章『国の取組』第
３節『海外との関係における資源循環』、３Ｒイニシア

ティブ

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室 循環型社会推進室

上位政策

室長 大森　恵子

0 0 0

25

－ 28

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

　UNCRDにおける我が国からの拠出金の執行状況は、アジア３R推進フォーラムの企画運営段階から環境省も携わり
計画上問題ないことを把握しており、また、決算報告により、適正に執行されたかの確認を行っている。



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

環境省

28百万円

Ａ．国連地域開発センター（UNCRD）

28百万円

「アジア３Ｒ推進フォーラム」設立支援・

運営及び国家戦略に基づく取組を促

進するためのモデル的事業計画の策

定等を行うプロジェクト経費として拠出。

【拠出金】



費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

A. 国連地域開発センター（UNCRD） E.

使　途
金　額

(百万円）

拠出金
3R国家戦略策定支援・アジア３Ｒ推進
フォーラム開催支援費 28

計

費　目 使　途
金　額

(百万円）

0計 28

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 0 計

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

0計 0 計


